
■趣旨：南九州市川辺町生まれの俳人福永耕二の業績をしのび,時代を担う少年少女俳句づくりを通じ
て,故郷の四季折々の美しい風情を愛し, 日本語のもつ美しさやリズムに対する理解を深める。

■主催：南日本新聞社, 福永耕二顕彰の会, 南九州市, 南九州市教育委員会

俳句についての取組 国語主任 中迫千織

本校では，年3回俳句週間を行い，全校
で俳句づくりに取り組んでいます。
季節の移り変わりを五感を通してとらえ，
短い言葉で表現することにより，言語感覚と
豊かな感性を養うことができるようにするこ
とを目的としています。
時間は，ふれあいの時間を中心に取り組
んでいます。1年生については，保護者と一
緒に取り組み，家庭での協力をいただいて
います。
季節ごとの季語を身の回りや生活の中か
ら見つけ，自分の言葉で俳句に表現してい
ます。できあがった1年生から6年生までの
素敵な作品を職員室前に掲示したり，自分
の俳句入りの賞状を作成したりすることで子
供たちの意欲を喚起しています。

「今回は誰の作品が選ばれたのかな？」「友
達はどんな俳句を書いたのかな」と友達の
作品にも興味津々の子供たちです。

長期休業中には，「かわなべ青の俳句」「お
ーいお茶新俳句」に全校児童が取り組み学
習の成果を発揮する場所としています。
学校賞は，全校で取り組んできた成果だ
と思います。今後も少ない回数ではありま 今回の入賞の児童

すが，継続していくことで子供たちの言葉の
力を育んでいきたいと思います。 ※本校は，2014年にも

みなさん 受賞しており，今回２

おめでとうございます！ 回目。（伝統と継続）
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【インフォメーション】

〇 これまでも『駐車場についての配慮』については，
学校やPTAからの文書の中でお願いしてきたところです。
校庭を開放できない主な理由として，隣接する学校に比べると校庭が狭く（駐車
スペース約200台程），PTA会員数が450戸を超えている現状ではキャパ的に対応す
ることはできない状況です。また，敷地内に児童クラブが４施設あるため，安全確
保が困難であること。各学年のクラス数が多いため，行事の実施と並行して校庭で
の体育の授業をしなければ授業時数の確保ができないこと等です。

○ 先般，タイヨー星ヶ峯店から「目的外駐車については今後承認することはできな
い」という厳しい申し入れがありました。御理解，御協力をお願いします。 m(_ _)m
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